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セカンドライフ相談会	 2面
地域の活動拠点！牟礼地区公会堂が
4月1日㈮にリニューアルオープンします	 3面
マイナンバーの利用が始まっています	 3面
粗大ごみの申し込みはお早めに	 4面
地震からあなたの「家・生命・財産」を
守る助成制度をご利用ください	 4面
市からのお知らせ	 11面から

今号の紙面から
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三
鷹
市
長

世
代
を
超
え
て

平
和
を
願
う
こ
と
の
大
切
さ

広島被爆樹木植樹式にて
松井一實広島市長とともに

戦
後
70
年
を
迎
え
て
い
る
平
成
27
年
度
、
三
鷹
市
で
進

め
て
い
る「
戦
後
70
年
三
鷹
市
非
核
・
平
和
関
連
事
業
」の

一
環
と
し
て
、1
月
28
日
に
市
内
の
仙
川
公
園
に
広
島
市
の

松
井
一
實
市
長
を
お
迎
え
し
て
、
被
爆
樹
木（
ア
オ
ギ
リ
の

2
世
の
苗
木
）の
植
樹
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
当
日
は
多
く

の
市
議
会
議
員
の
皆
様
が
見
守
る
中
、広
島
市
長
、三
鷹
市

議
会
を
代
表
し
て
後
藤
貴
光
市
議
会
議
長
に
代
わ
っ
て
岩

見
大
三
副
議
長
、三
鷹
市
遺
族
会
の
中
山
和
政
会
長
、三
鷹

市
原
爆
被
害
者
の
会
の
大
岩
孝
平
会
長
、
世
界
連
邦
運
動

協
会
三
鷹
支
部
の
吉
野
良
助
支
部
長
、そ
し
て
私
が
植
樹
い

た
し
ま
し
た（
写
真
）。

ア
オ
ギ
リ
の
苗
木
は
、仙
川
公
園
内
に
平
成
元
年
に
設
置

し
た
、
長
崎
市
の
平
和
祈
念
像
を
制
作
さ
れ
た
北
村
西
望

氏
に
よ
る「
平
和
の
像
」の
隣
に
植
え
ま
し
た
。こ
の
場
所
か

ら
、
昭
和
20（
１
９
４
５
）年
8
月
６
日
の
広
島
で
の
被
爆
、

８
月
９
日
の
長
崎
で
の
被
爆
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、世
代
を

超
え
て
、平
和
を
願
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
鷹
市
で
は
、
昭
和
35（
１
９
６
０
）年
に「
世
界
連
邦
都

市
宣
言
」が
、昭
和
57（
１
９
８
２
）年
に
は「
三
鷹
市
非
核
都

市
宣
言
」が
市
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。平
成
4（
１
９
９

２
）年
に
は「
三
鷹
市
に
お
け
る
平
和
施
策
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」を
制
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
鷹
市
政
の
基

本
的
な
在
り
方
を
定
め
て
い
る「
三
鷹
市
基
本
構
想
」の
理

念
は
、「
平
和
の
希
求
」「
人
権
の
尊
重
」「
自
治
の
実
現
」で

す
。「
平
和
」、そ
れ
は
誰
も
が
願
う
大
切
な
社
会
の
在
り
方

で
す
。

三
鷹
市
で
は
、「
平
和
」を
願
い
、戦
争
の
記
憶
を
次
世
代

が
受
け
継
ぐ
た
め
に
、市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
戦
時

中
の
生
活
用
品
や
戦
争
関
連
の
遺
品
な
ど
の
写
真
や
、市
民

の
皆
様
に
よ
る
戦
争
体
験
談
や
被
爆
体
験
談
の
映
像
を
ご

覧
い
た
だ
け
る「
み
た
か
デ
ジ
タ
ル
平
和
資
料
館
」を
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
サ
イ
ト
と
し
て
2
月
末
か
ら
開
設
い

た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
一
緒
に
、三
鷹
の
地
域
か
ら「
平
和
」を
築

き
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
ま
す
ま
す
、市
民
の
皆

様
に
よ
る
地
域
で
の
出
会
い
、
支
え
合
い
、
真
の
心
の
通
い

合
い
、
信
頼
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、仙
川
公
園
に
植
樹
し
た
被
爆
樹
木
ア
オ
ギ
リ
の

苗
木
の
成
長
を
と
も
に
お
見
守
り
く
だ
さ
い
。

市長コラム

ケーブルテレビの広報番組「み
る・みる・三鷹」では「市長のひ
とことコーナー」を放送してい
ます（放送時間は12面参照）。

市長の コーナーひと
こと

毎月第1・第3日曜日発行
広報みたかはシルバー人材セン
ターの会員がお届けしています。
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携帯サイト

市外局番のうち「0422」は省略しています。 主催者  日時・期間  対象・定員  場所・会場  講師  費用  持ち物  申込方法  問い合わせ  保育あり

戦争の記憶と平和への願い   次世代に伝える、あなたの思い

みたかデジタル平和資料館

◆掲載内容
�三鷹市の平和事業：市の平和関連の条例
や宣言、各種事業、市内の小学生が描いた
平和の絵などの紹介
�歴史・戦跡・シンボル：戦闘機を空襲か
ら守っていた掩体壕（えんたいごう）や仙
川公園の平和の像など、市内に残る戦争
遺跡や平和のシンボルなどの紹介
�戦争関連資料：防空頭巾や出征旗など、
戦時中の生活用品・戦争遺品などの写真
�戦争体験談：市民の方々の戦争体験を取
材したインタビュー映像など

アクセス方法
トップページ右上のバナーまたはトップペ
ージ➡総合サービス案内（三鷹の魅力）➡みた
かデジタル平和資料館からご覧ください。

戦後70年が経過し、戦争体験世代の高齢
化に伴い、戦争の悲惨さや平和の大切さを
語り継ぐことが年々難しくなっています。
戦争の記憶を風化させることなく、次世代
へ継承するため、市ホームページに特設サ
イト「みたかデジタル平和資料館」を開設し、
戦争関連資料や体験談などを紹介していき
ます。

空襲の惨状を物語る品々と空襲後の様子などを写したパネルを展示するとと
もに、戦争関連の絵本や児童書を自由に読める特設コーナーを併設します。
3月4日㈮～10日㈭（土・日曜日を除く）

午前8時30分～午後5時15分
市役所1階市民ホール
期間中会場へ

空襲の続く東京から
疎開先の娘へ宛てたはがき

東京空襲資料展

フィールドワーク講座
市内や近隣に残る戦争遺跡を訪ね、平和について学びます。
3月13日㈰午後1時30分～4時30分（小雨決行）
中学生以上の方25人 大沢コミュニティセンター

コース：椎の実子供の家（高射砲陣地台座・犠牲者慰霊碑〈写
真〉）→調布飛行場→武蔵野の森公園内に残る掩体壕（えんたい
ごう）、現地解散、全行程約5㎞（徒歩）
「武蔵野の空襲と戦争遺跡を記録する会」副代表で法政大学
中学高等学校教諭の牛田守彦（うしだ・もりひこ）さん

3月3日㈭正午までに必要事項（11面参照）を企画経営課☎内線2115・
45-1271へ（申込多数の場合は市民を優先して抽選）

2月29日㈪開設

掩体壕

防空頭巾 出征旗

戦後70年の節目を迎えた今年度、市では多くの非
核・平和関連事業を実施しています。

その一環として、1月28日、松井一實広島市長の参
列のもと、広島市から寄贈された被爆樹木（アオギ
リの2世の苗木）を市内の仙川公園に迎える植樹式を
行いました（市長コラム参照）。被爆樹木は広島市内の
爆心地1,300mの距離で被爆しなが
ら、再び芽吹き、人々に希望を与え
たことで知られています。苗木が枝
を伸ばし、葉を広げていくように、
平和を愛する心を育み、恒久平和の
願いを枯らすことなく、次の世代へ
受け継いでいきましょう。

企画経営課☎内線2115

当時を知り、想像する

三鷹市内の戦跡を訪ねる

黙とうにご協力を
東京都は東京大空襲のあった３月10日を「東京都平和の日」と定

めています。戦災で亡くなった方々の追悼と世界の恒久平和を祈
り、3月10日㈭午後1時から市の防災無線のチャイムを合図に、1分
間の黙とうを行います。みなさんのご協力をお願いします。

広島平和記念公園の
アオギリの木

2面関連記事も併せてご覧ください

戦争体験者の声を
動画で紹介

三鷹市の
平和事業

歴史・戦跡・
シンボル

戦争関連資料
〈写真〉

戦争体験談
〈書籍〉

戦争体験談
〈動画〉


